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　　　Abstract: The aim of the present ｅχperiment ＼yas to investigate ａ decrease in the

　　fertilizing capacity and increase in the embryonic･motality at pre- and post-implantation

　　at aging of rabbit spermatozoa passed which has previously been subject to an incubation

　　in the female reproductive organs of the doe.

　　　Female rabbits were injected HCG because to certain of fertilization of the maturation

　　follicles after 0， 10, 14, 18, 22 hours (Treatment ’ｏｆincubation time: 10， 20, 24, 28, 32

　　hours) which had been inseminated with rabbit spermato･zoa. The oviduct and uterus‘ of　”

　　each fe°ale was flusheり48 hours after HCG injection. The number of live embryo .

　.　was counted at 10 days of pregiiancy and the
■number of

litter size was counted at ipost-

　　parturition.

　　Ｉ　The main effect of aging of spermatozoa in the female ｒｅかヽoductive brgaris appeared to

　　be on fertilization and to ａ losser extent on the pre-implantation. The divided　of｡

　　　　　　　　I　　　　　　　　.　　ゝ1　　　　÷　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　♂　　　●　　　●■　　fertilized ova, fetus size, birth weight ｓｅχΓatio and gestation period were non cori‘elation

　　with aging rabbit spermatozoa. ，

　　　　　　　　.　　;j　　　‘　　　り，　‘　　　　　　　　　　　　　　　ヽ　　●　　・●　゛

　雌の生殖器内に入った精子は，子宮及び卵管において受精能を獲得し，受精可能な状態となる．

しかし，その後経時的に精子･は老化し，その代謝能が低下するとともに，精子め受精能は減退して

いく．したがって，精子が良好な受精能を保持している間に，．排卵,さ,れﾉこ新鮮な卵子と遭遇し,･受

精させることが受胎率向上のための重要な課題となる．　　　　　　　　　　　　　　･.．

　　　　　　　　　　　　　F　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　■･　　’　　　皿･　　●I●　　　　.　　そこで／本実験では．雌生殖器内で卵子に遭遇するまでの貯留された家兎精子の老化が．精子の

受精能及び受精後の胚の生存性に，どのような影響を斉らすかについて検討した．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　材料及び方法

　精液は，成雄家兎４頭より人工腔法で採取し,･直ちに活力を検鏡し,ぺ75itt～90柑の良好な精液の

みを供試した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I’　　　　　，　　　:

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　゛●’　｀1.　　　　　　　　　，　受精試験及び受胎試験には，成雌家兎（体重2.25～3.88 kg)を，各々40頭ずつ供試しだ6各々め雌

家兎に，採取精液１�をピペットで腔内注入し，直ち犀HCG 75 iu を静注し｡て排卵を誘起した。な，

お，排卵は, HCG注射後10時間で誘起されるものと見倣し, HCG注射時間を調整することにより，

雌生殖器内において，精子が卵子に遭遇するまでの貯留時間区として, 10, 20, 24, 28, 32時間の

５区を設けた(Fig. 1)。受精試験は, HCG注射後48～58時間に雌家兎を屠殺し，生殖器を摘出後，
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卵管，子宮を濯流して卵子を回収した。実体顕微鏡下で，回収卵数，受精の割合，受精卵の分割程

度を測定した。なお濯流液としては。生理食塩水と同種血清を５：１の割合で混合したものを使用

した。受胎試験は。受精後10日目の雌家兎を，セラクタール（バイエル）麻酔下で開腹し，着床胎

児数及び中止胚数を観察するとともに。着床胎児の大きさ（長径〉!短径）を測定した。測定後，直

ちに縫合，整腹して妊娠を継続させ。自然分娩に導き。産子数，産万子の生時体重。性別及び妊娠期

間を調べた。なお，受精率などの算出法は次の通りである。

受精率＝ｓ§診呉E‰ド100 受精家元率＝{nllHlllｘ100

受胎率＝冬竺吝?1奏登うく100.出生率~~
Th!frt-DA.Id */,×100,'着床胎児の大きさ=＝長径×短径供試家兎数’

　insemination

Fig. 1
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Table l. Effect of sperm aging on the fertilizationin rabbit female reproductive tracts
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結果及び考察

　受精率は，精子の雌生殖器内貯留時間の経過とともに(10,20,24,28,32時間). 100.0,76.9,65.1,

61.2,24.1^と低下した。CTable 1.Line 6）受精家兎率も。経時的に100.0, 83.3, 83.3, 66.7, 66.7

％と漸減した。(Table 1. Lineヵ　このような精子老化による受精率の減退については。雌生殖器

内で先体反応を起こし。受精能を獲得した精子が。卵子と遭遇するまで長時間要した場合。先体内

の受精酵素が消失したことに起因するのではないかとTappe丿Ｑｕｉｎｎs3は述べている。筆者ら柘，

生体外及び雌生殖器内で長時間保存した老化精子において，アクロソームの正常率が低下したこと

を観察している。さらに, Salisbury*は，精子が老化するにっれて，そのＤＮＡあるいはＤＮＰが，

量的よりもむしろ質的に変化を受け。遺伝情報の転移システムに損傷を引き起こさせるのかも知れ

ないと報告している。本実験の32時間精子貯留区における受精率は24.1^であったが，筆者ｌの前

の実験の32時間区は５％であ゛り，また.Tesh6）はＯ％であったと報告している。この受精率の差

については本実験の注入精子数が，後２者の実験の約３倍(2.92×108/�）であったため，受精部

位の卵管膨大部への到達精子数の増加に起因するひとが考えられる。受精後10日目に開腹して調べ
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だ受胎率は，雌生殖器内での精子貯留時間が長びくにつれて. 100.0. 83.3, 66.7, 33.3, 33.35^と経

時的に減退した．とくに.24時間以降の貯留区では．受精家兎率ClOO.O, 83.3, 83.3, 66.7, 66.7)

に比べて減退割合が著しく．受精卵の着床阻害あるいは．着床胚の極く初期の死亡が生じたと思わ

れるo CTable 2. Line 10)このような老化精子の初期胚の死亡についてはKoefoed-Johnsenら,Ｑ

Maurer"及びＴｅsh＆Ｇｌｏｖｅμなども，家兎で同様の結果を報告している．･しかしながら，着床後

の胚の死亡は，10時間貯留区で１例（２個ハ24時間貯留区で1’例（１個）中止胚が観察されたに

過ぎなかったo (Table 2, Line 4, 13) Teshらp）町田ら?は老化精子によって受精着床した胚は，

着床後の中止屁が増加したと報告しているが，本実験ではらの傾向は認められず, 28, 32時間の長

時間貯留区においても高い出生率が得られたo (Table 2. Linel11）.開腹時（受精後10日目）の着

床胎児の大きさは. 10, 20時間区では2.76�であったのに対し. 2 4, 2 8, 3 2時間区では．各々2.39,

2.67, 2.29�と梢々小さくなった, (Table 2. Line 6）　また，生時体重は．産子数に反比例して減

少し，着床後め子宮の哺育能力に大きく支配を受けているらとが示唆された．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要　　　　約

　　　　　　　　ｒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｉ　ｊｊｌ･　　　　　　　゜　雌生殖器内での精子の老化が，受精能，受精後の胚の生存性などにどのような影響を斉らすか｡に

ついて検討した。　　　尚　　　　／　　　　　　　　一一。

　精液１�を注入後，排卵を誘起す｢るＨＣＧ注射の時間を調整して,雌生殖器内での精子の貯留時間

区として, 10, 20, 24, 28, 32時間の５区を設けた。受精試験は, HCG注射後，48～58時間後に卵

子を回収し，受精の有無を検鏡した。また，受胎試験は，受精後，10日目に雌家兎を開腹し，胎児

の着床状態を調べたのち，縫合整腹して妊娠を継続させ自然分娩に導いた。

。受精率は，雌生殖器内で10, 20, 24, 28, 32時間と精子の老化が進行する叫つれて100.0, 76.9,

65.1, 61.2, 24.1%と経時的に低下した。また，受精家兎率が,100.0^, 83.3, 83.3, 66.7, 66.7^と

漸減したのに対し，受胎率は,100.0, 83.3, 66.7, 33.3, 33.3,^｡となり，。と･くに24時間以降，胚の早

期死亡が起こり，着床迄に至らなかった胚の割合が増加した。着床後の中止胚は２例観察されたに

逼ぎず, 28, 32時間区においても100.0,84.6^の高い出生率が４られた。漣精卵の分割遅延，受精

後10日目の着床胎児の大きさ，産子の生時体重，性比及び妊娠期聞には,J精子の老化による影響は

認められなかった。
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